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今月の内容

平成２３年度成人式･･････････････････2～3P
病院建設検討委員会･･････････････････4～5P
震災関連･･･････････････････････････････8P
はてしらずの道俳句大会･････････････････9P
地域レーダー･････････････････････12P～13P

錦秋湖でのボート体験、心を一つに前へ進みます
（沢内小３年生）（関連記事P6）

気持ちを合わせてイチ、ニイ、イチ、二イ
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平
成
23
年
度
成
人
記
念
式

90
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

人
が
大
人
の
仲
間
入
り

90
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

　

８
月
15
日
、
銀
河
ホ
ー
ル
で
平

成
23
年
度
西
和
賀
町
成
人
記
念
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
町
内
の
成
人
対
象
者
は
、

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
男
性
、
女
性
そ
れ
ぞ
れ
45
人

で
90
人
で
す
。

　

当
日
は
成
人
対
象
者
66
人
が
出

席
し
た
ほ
か
、
中
学
校
卒
業
時
の

担
任
の
先
生
や
町
議
会
議
員
を
始

め
多
く
の
来
賓
の
皆
さ
ん
が
お
祝

い
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

成
人
証
書
授
与

　

細
井
町
長
か
ら
、
成
人
者
を
代

表
し
て
藤
原
誠
さ
ん
（
川
舟
）
に

成
人
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

成
人
者
誓
い
の
こ
と
ば

　

成
人
者
を
代
表
し
て
、
西
方
千

遥
さ
ん
（
上
野
々
）
と
深
澤
礼
美

さ
ん
（
川
舟
）
が
、
成
人
に
あ
た

っ
て
の
決
意
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

成人証書を受け取る藤原さん

希望を抱き未来へ向かって

成が平年でで席担めい

〈
成
人
者
名
簿
〉

　
　
　
　
　
（
順
不
同
、敬
称
略
）

【
湯
田
】

髙
橋　

成
海
、菅
野　

静
香
、

高
橋　

亮
平
、髙
橋　
　

翼
、

佐
々
木
大
樹
、佐
々
木
加
菜
、

髙
橋　

春
奈
、森
田　

佳
凜
、

柏
崎　

亜
美
、柏
崎　

星
也
、

小
田
島
章
裕
、高
橋　

一
成
、

伊
藤　

知
美
、加
藤
め
ぐ
み
、

高
橋　

奈
那

【
湯
本
】

山
本　

雪
佳
、小
田
島　

香
、

千
田
光
一
郎
、髙
橋　

成
勇
、

久
慈
恵
美
子

【
川
尻
一
区
】

吉
岡　

晃
宏
、千
田　

園
子
、

髙
橋
知
奈
美

【
川
尻
二
区
】

佐
藤　

弘
美
、大
友　

竜
志
、

高
橋　

沙
希

【
上
野
々
】

大
友　

洋
平
、西
方　

千
遥
、

高
橋　

寛
子
、真
嶋　
　

想
、

高
橋　
　

仁
、奥
山　

優
輝
、

金
子　

翔
平

【
耳
取
】

深
沢　

成
平

【
左
草
】

髙
橋　

直
樹
、宇
都
宮
友
美
、

藤
原　

裕
司

【
槻
沢
】

藤
原　

由
貴
、刈
田
ひ
か
り
、

野
澤　

佑
太

【
湯
之
沢
】

高
橋　

美
波
、小
林　
　

楓
、

五
十
嵐　

将
、髙
橋　

和
也
、

髙
橋　

佳
苗

【
湯
川
】

髙
鷹　

紗
貴
、髙
橋
奈
津
美

【
小
繋
沢
】

髙
橋
慎
太
郎
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変
わ
ら
な
い
過
去
を
大
切
に

西　

方　

千　

遥　
さ
ん

気
持
ち
を
引
き
締
め
、

　
　

社
会
の
一
員
と
し
て

深　

澤　

礼　

美　
さ
ん

　

一
生
に
一
度
の
成
人
式
を
こ
の
西
和

賀
で
、
そ
し
て
こ
こ
に
い
る
友
人
た
ち

と
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
喜
び
と
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
い
ま
こ
の
大
好
き
な
故
郷

で
、
大
好
き
な
仲
間
と
共
に
、
思
い
出

話
や
た
わ
い
も
な
い
話
で
笑
い
あ
え
ま

す
。
こ
の
こ
と
が
本
当
に
幸
せ
な
こ
と

だ
と
感
じ
さ
せ
る
出
来
事
が
約
五
ヶ
月

前
、
３
月
11
日
に
起
き
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
、
わ
た
し
た
ち
の
想
像
を

遥
か
に
越
え
た
、
大
地
震
が
起
き
ま
し

た
。
多
く
の
人
の
命
を
奪
い
、
多
く
の

人
の
心
に
深
い
傷
を
残
し
、
い
ま
だ
に

多
く
の
人
が
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
に
成
人
式

を
迎
え
る
私
た
ち
に
は
大
き
な
責
任
と

意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
復
興
に
は

10
年
以
上
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

10
年
の
中
で
徐
々
に
こ
の
大
震
災
の
こ

と
も
忘
れ
ら
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

思
い
出
し
た
く
な
い
、
忘
れ
た
い
と
思

う
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
私
た
ち
新
成
人

は
よ
り
強
く
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
未
来
は
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
が
過
去
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
変
わ
ら
な
い
過
去
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。
過
去
を
忘
れ
ず
に
大

切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

　

未
来
を
良
く
も
悪
く
も
で
き
る
の
は

自
分
た
ち
だ
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
立

派
な
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
か
ら
５
ヶ
月
が
過
ぎ
、
私
た
ち
の
生

活
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
も
の
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
被
災
地
で
は
未
だ
多

く
の
方
が
避
難
所
生
活
を
余
義
な
く
さ

れ
、
西
和
賀
町
で
も
多
く
の
方
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
復
興
作
業
も
本
格
化
さ

れ
る
な
か
で
、
未
曾
有
の
被
害
を
受
け

た
沿
岸
の
方
た
ち
に
私
た
ち
が
何
が
で

き
る
か
を
考
え
、
１
日
で
も
早
い
復
興

に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
た
ち

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
高
校
卒
業
と
共
に
企
業

に
就
職
し
ま
し
た
が
、
早
い
も
の
で
今

年
で
社
会
人
３
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

毎
日
職
場
の
先
輩
に
は
助
け
ら
れ
、
同

僚
た
ち
に
助
け
ら
れ
、
支
え
あ
い
な
が

ら
、
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
社
会

に
出
て
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
様

々
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
社
会
人
と
し

て
大
切
な
こ
と
を
数
え
き
れ
な
い
く
ら

い
得
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
二
十
歳
を
迎
え
た
ば
か
り

で
社
会
人
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で

す
が
、
成
人
と
し
て
晴
れ
の
門
出
を
迎

え
た
今
、
大
人
と
し
て
学
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

改
め
て
気
持
ち
を
引
き
締
め
、
社
会
の

一
員
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
努
力

を
重
ね
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

賀とので話すだ前遥た人多くを災活てくれしれたきにりにと申に年

【
越
中
畑
】

柳
澤　

一
樹
、照
井　
　

愛
、

菊
池　

冬
輝

【
白
木
野
】

中
島　

大
樹

【
貝
沢
】

岩
井　

麻
美
、中
野　
　

学
、

田
髙　

愛
美

【
若
畑
】

久
保　

和
輝
、藤
原　

知
幸
、

赤
澤　
　

優
、大
澤　

貴
成
、

松
本　

菜
海
、石
川　

千
鶴
、

吉
田　

琢
哉

【
川
舟
】

山
本　

智
明
、藤
原　
　

誠
、

髙
橋　

里
子
、佐
々
木
毬
巴
、

深
澤　

礼
美

【
泉
沢
】

田
中　
　

龍
、田
中　

美
緒
、

平
澤　

亮
太

【
長
瀬
野
】

土
井
さ
つ
き

【
弁
天
】

髙
橋　
　

紫
、髙
橋　

真
人
、

髙
橋
祐
美
華

【
猿
橋
】

近
藤
舞
奈
美
、和
泉　

淳
樹

【
太
田
】

深
澤　

千
秋
、佐
々
木
朋
恵
、

米
澤　

麻
衣

【
前
郷
】

内
記
和
歌
子
、髙
橋　

奈
々
、

佐
々
木
大
慶
、佐
々
木
絵
美

【
新
町
】

加
藤　
　

彩
、佐
井　
　

遥
、

有
馬　

淳
樹

【
東
大
野
】

髙
橋　

理
沙

【
大
野
】

有
馬　

慎
也
、畠
山　

惇
史
、

加
藤　

翔
太
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新
病
院
基
本
構
想
（
案
）
（
西
和
賀
町
病
院

整
備
検
討
委
員
会
答
申
）
か
ら
の
抜
粋

◎
病
院
を
建
て
替
え
る
理
由
は

（
１
）
現
病
院
は
、
築
後
35
年
を
経
過
し
、

　
　
　

施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
。

（
２
）
35
年
前
の
基
準
で
建
て
ら
れ
た
た
め

　
　
　

新
た
な
基
準
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い

　
　
　

る
こ
と
。

　
　

（
狭
い
病
室
、
廊
下
は
車
椅
子
な
ど
の

　
　
　

利
用
に
不
便
、
構
造
上
患
者
の
プ
ラ

　
　
　

イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
な
い
な
ど
）

　

新
病
院
基
本
構
想
策
定
の
た
め
、
５
月
か
ら
西
和
賀
町
病
院
整
備
検
討
委
員
会
（
吉
野
二
郎
委
員
長
・

い
わ
て
愛
児
会
理
事
）
が
検
討
を
重
ね
、
７
月
28
日
に
細
井
町
長
へ
答
申
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
答
申
内
容
を
踏
ま
え
各
地
区
で
住
民
説
明
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
４
〜
５
月
に
か
け
て

実
施
し
た
町
民
病
院
の
整
備
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

新
し
い
病
院
体
制
づ
く
り
の
基
礎
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
県
道
か
ら
病
院
ま
で
の
取
り
付
け
道

　
　
　

路
が
狭
く
、
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が
出

　
　
　

来
な
い
こ
と
。

（
４
）
各
階
の
面
積
が
狭
く
３
階
建
て
で
は
、

　
　
　

高
齢
化
が
進
ん
だ
今
日
利
用
者
へ
の

　
　
　

負
担
が
大
き
い
こ
と
。

◎
開
院
ま
で
の
予
定
は

（
１
）
今
年
度
（
23
年
度
）
中
に
基
本
計
画

　
　
　

策
定
、
業
者
選
定
を
行
い
、
基
本
と

　
　
　

な
る
設
計
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

（
２
）
来
年
度
（
24
年
度
）
中
に
実
施
設
計
、

　
　
　

確
認
申
請
を
行
い
着
工
の
準
備
を
行

　
　
　

い
ま
す
。

（
３
）
再
来
年
（
25
年
度
）
雪
解
け
後
着
工

　
　
　

し
、
本
格
的
に
工
事
を
進
め
て
い
き

　
　
　

ま
す
。

（
４
）
26
年
度
の
４
月
か
ら
７
月
ま
で
医
療

　
　
　

器
械
の
設
置
な
ど
の
開
院
に
向
け
た

　
　
　

準
備
を
行
い
、
８
月
に
開
院
す
る
予

　
　
　

定
で
す
。

◎
建
築
を
予
定
す
る
場
所
は

　

外
部
の
有
識
者
等
に
よ
る
病
院
整
備
検
討

委
員
会
に
、
地
域
選
定
に
あ
た
っ
て
考
慮
す

現在の沢内病院は昭和51年に建設

吉野委員長から細井町長へ答申書が手渡されました

地
域
医
療
の
中
核
施
設
と
し
て

地
域
医
療
の
中
核
施
設
と
し
て

西
和
賀
町
新
病
院
整
備
基
本
構

西
和
賀
町
新
病
院
整
備
基
本
構
想（
案
（
案
）が
ま
と
ま
る

が
ま
と
ま
る

地
域
医
療
の
中
核
施
設
と
し
て

西
和
賀
町
新
病
院
整
備
基
本
構
想（
案
）が
ま
と
ま
る
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べ
き
要
件
に
つ
い
て
諮
問
し
、
次
の
３
点
に

つ
い
て
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
西
和
賀
町
民
の
た
め
の
病
院
で
あ
る
こ
と

　

か
ら
、
全
て
の
町
民
の
利
用
を
考
慮
し
た

　

位
置
。

②
自
家
用
車
及
び
県
交
通
バ
ス
な
ど
利
用
す

　

る
患
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
主
要
幹
線
道

　

路
に
通
じ
て
い
る
位
置
。

③
病
院
、
駐
車
場
ほ
か
高
次
救
急
セ
ン
タ
ー

　

等
へ
の
緊
急
搬
送
を
必
要
と
す
る
患
者
の

　

た
め
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
用
地
な
ど
建
設
に
必

　

要
な
面
積
を
確
保
で
き
る
位
置
。

　

具
体
的
な
地
域
に
つ
い
て
は
、
病
院
整
備

検
討
委
員
会
か
ら
答
申
さ
れ
た
上
記
の
要
件

及
び
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
等
々
を
踏
ま
え
、
現
段
階
で
は
町

の
中
央
部
で
あ
る
大
野
々
地
区
が
適
当
と
の

考
え
で
す
。

　
　
　

◎
新
病
院
の
方
向
性
・
診
療
科
目
・
病
床
数
・

　

職
員
体
制
に
つ
い
て

（
１
）
新
病
院
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
方
向
性

　
　
　

を
も
っ
た
病
院
に
し
よ
う
と
考
え
て

　
　
　

い
ま
す
。

①
将
来
の
医
療
需
要
に
対
応
で
き
る
病
院　

②
高
年
齢
化
に
伴
い
、
発
症
の
増
加
が
予
測

　

さ
れ
る
各
種
疾
患
に
対
応
す
る
病
院

③
救
急
患
者
に
は
24
時
間
い
つ
で
も
対
応
で

　

き
る
病
院　

④
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
病
院

⑤
良
質
で
安
全
な
医
療
を
提
供
す
る
病
院

⑥
災
害
発
生
時
の
医
療
に
も
対
応
で
き
る
病
院

⑦
保
健
・
福
祉
・
介
護
と
の
連
携
の
と
れ
た

　

病
院

⑧
民
間
医
療
機
関
等
と
の
連
携
の
と
れ
た
病
院

⑨
職
員
が
働
き
や
す
い
病
院

⑩
経
営
健
全
化
への
取
り
組
み
を
進
め
る
病
院

（
２
）
診
療
科
目
は

　
　
　

内
科
・
外
科
・
整
形
外
科
・
歯
科
・

　
　
　

眼
科
・
小
児
科　

（
３
）
病
床
数
は　

一
般
病
床　

40
床
（
内

　
　
　

訳　

・
４
床
室　

８
室　

・
２
床
室

　
　
　

１
室　

・
１
床
室　

６
室
予
定
）

（
４
）
職
員
の
体
制
は

　
　
　

正
規
と
し
て　

医
師
５
人
（
内
科
系

　
　
　

２
人
、
外
科
系
２
人
、
歯
科
１
人
）、

　
　
　

看
護
師
25
人
、
医
療
技
術
員
16
人
、

　
　
　

事
務
員
４
人
の
50
人
と
正
規
外
と
し

　
　
　

て
、
看
護
補
助
者
４
人
、
医
療
技
術

　
　
　

員
１
人
、
受
付
等
事
務
員
８
人
の
13

　
　
　

人
。
合
わ
せ
て
63
人
。　
　

◎
新
病
院
の
構
造
等
・
建
築
に
か
か
る
概
算

　

費
用
及
び
そ
の
予
定
財
源
は

（
１
）
構
造

　
　
　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

２
階
建

　
　
　

病
院
本
体
部
分
の
総
床
面
積　

約

　
　
　

４
０
０
０
㎡　

予
定

　

そ
の
他
、
外
構
工
事
、
医
師
住
宅
、
車
庫

建
築
、医
療
器
械
整
備
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
建
築
に
か
か
る
概
算
費
用

　

病
院
本
館
、
外
構
、
医
師
住
宅
及
び
車
庫

整
備
分
と
し
て
約
13
億
円
程
を
見
込
む
。

◎
新
病
院
の
収
支
の
見
通
し
は

　

医
師
確
保
が
進
む
も
の
と
し
た
う
え
で
、

１
日
あ
た
り
の
入
院
患
者
を
34
人
、
外
来
患

者
を
１
２
０
人
と
想
定
し
積
算
し
た
結
果
は
、

開
院
後
２
年
間
は
経
常
収
支
で
１
１
０
０
万

円
ほ
ど
の
赤
字
。
そ
の
後
、
徐
々
に
赤
字
幅

の
縮
減
に
よ
り
開
院
か
ら
６
年
後
を
目
途
に

黒
字
化
を
予
測
し
て
い
ま
す
。

◎
新
病
院
の
建
築
に
あ
た
り
、
特
に
考
え
て

　

い
る
こ
と
は

（
１
）
将
来
に
お
け
る
町
の
人
口
の
減
少
に

　
　
　

加
え
て
高
齢
社
会
の
進
展
が
予
測
さ

　
　
　

れ
る
こ
と
か
ら
、
新
病
院
の
方
向
性

　
　
　

に
も
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
、
入
院
の

　
　
　

理
由
が
直
接
治
療
以
上
に
療
養
的
入

　
　
　

院
の
増
加
が
あ
っ
た
場
合
に
そ
な
え
、

　
　
　

病
室
等
の
面
積
を
そ
れ
に
対
応
で
き

　
　
　

る
よ
う
整
備
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

　
　
　

す
。
ま
た
、
行
政
に
お
け
る
保
健
福

　
　
　

祉
医
療
の
包
括
体
制
の
構
築
を
目
指

　
　
　

し
て
い
ま
す
。

（
２
）
町
内
に
お
い
て
豊
富
な
森
林
資
源
の

　
　
　

活
用
を
考
え
、
病
院
と
い
う
特
殊
な

　
　
　

建
物
で
あ
り
制
約
も
考
え
ら
れ
る
が
、

　
　
　

建
築
資
材
に
町
内
産
木
材
を
可
能
な

　
　
　

限
り
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い

　
　
　

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
３
）
冷
暖
房
及
び
給
湯
用
ボ
イ
ラ
ー
の
エ

　
　
　

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
町
内
産
の
木

　
　
　

材
（
チ
ッ
プ
等
）
を
建
築
資
材
同
様

　
　
　

活
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
率
直
な
意
見
を
聞
き
、

そ
れ
ら
を
盛
り
込
み
な
が
ら
地
域
医
療
の
中

核
と
な
る
町
民
に
よ
る
町
民
の
た
め
の
病
院

建
設
を
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

は
沢
内
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ま
た
、
住
民
説
明
会
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
つ
い
て
は
来
月
号
の
広
報
で
も
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

沢
内
病
院
事
務
室　
☎
85
ー

３
１
３
１

西
和
賀
町
病
院
整
備
検
討
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

小
山
田　

恵
（
沢
内
病
院
顧
問
）

大
内
怜
次
郎
（
北
上
医
師
会
会
長
）

吉
野　

二
郎
（
い
わ
て
愛
児
会
理
事
）

田
名
部
善
明
（
岩
手
県
中
部
保
健
所
長
）

桒
田　

但
馬
（
岩
手
県
立
大
学
総
合
政
策
学

　
　
　
　
　
　

部
准
教
授
）

淀
川　
　

豊
（
病
院
経
営
健
全
化
計
画
推
進

　
　
　
　
　
　

委
員
・
川
尻
）

照
井　

盛
丈
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

内
記　

正
志
（
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

　
　
　
　
　
　

・
前
郷
）

須
藤　

彰
子
（
町
婦
人
連
絡
協
議
会
・
上
野

　
　
　
　
　
　

々
）

平
藤　

節
夫
（
一
般
公
募
・
左
草
）

佐
々
木
孝
道
（
一
般
公
募
・
前
郷
）

検討委員会会議の様子
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た
、
会
場
に
は
炎
天
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

た
く
さ
ん
の
人
が
応
援
に
訪
れ
大
き
な
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
本
町
小
学
校
の
６
位

ま
で
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
６
年
男
子
】

・
50
ｍ
自
由
形　

第
６
位

　

丹
波
亜
也
人
（
沢
内
小
・
川
舟
）
35
秒
73

・
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
Ｂ　

第
３
位

　

沢
内
小　
　
　
　
　
　
　
　

２
分
49
秒
07

【
６
年
女
子
】

・
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ　

第
６
位

　

髙
橋　

杏
美
（
湯
田
小
・
上
野
々
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
分
50
秒
22

・
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
Ｂ　

第
３
位

　

湯
田
小　
　
　
　
　
　
　
　

２
分
50
秒
36

【
５
年
男
子
】

・
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
Ｂ　

第
２
位

　

沢
内
小　
　
　
　
　
　
　
　

３
分
07
秒
67

・
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
Ｂ　

第
６
位

　

湯
田
小　
　
　
　
　
　
　
　

３
分
17
秒
89

　

７
月
22
、
23
日
の
両
日
第
59

回
北
上
線
沿
線
野
球
大
会
が
錦

秋
湖
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
沢
内
総
合

公
園
多
目
的
広
場
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
旧
湯
田
町
教

育
委
員
会
が
北
上
線
沿
線
の
中

学
校
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
地

域
間
交
流
や
野
球
技
術
の
向
上

を
目
的
と
し
て
昭
和
28
年
か
ら

行
って
い
る
歴
史
あ
る
大
会
で
す
。

　

当
日
は
、
西
和
賀
町
、
北
上

市
、
横
手
市
か
ら
12
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

湯
田
中
は
初
戦
横
手
西
を
８

対
１
（
５
回
コ
ー
ル
ド
）
で
破

り
ま
し
た
が
、
２
回
戦
で
飯
豊
中
に
３
対
５
、

沢
内
中
は
金
沢
中
と
対
戦
し
４
対
５
で
惜
し

く
も
敗
れ
ま
し
た
。
今
大
会
の
優
勝
校
は
、

北
上
中
学
校
で
し
た
。

せ
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
本
町
か

ら
は
湯
田
小
と
沢
内
小
の
３
年
生
33
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
ダ
ム
本
体
内
を
見
学
し
た
り
、

和
賀
仙
人
発
電
所
（
北
上
市
）
で
水
力
発
電

の
し
く
み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

貯
砂
ダ
ム
で
は
、
水
の
カ
ー
テ
ン
で
し
ぶ
き

を
浴
び
、
真
夏
日
の
暑
さ
を
和
ら
げ
て
い
ま

し
た
。
午
後
に
は
、
銀
河
ホ
ー
ル
下
の
錦
秋

湖
湖
畔
ス
テ
ー
ジ
で
Ｅ
ボ
ー
ト
と
ゴ
ム
ボ
ー

ト
の
試
乗
を
行
う
な
ど
、
水
資
源
の
大
切
さ

を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
柿
澤
瑠
奈
さ
ん（
沢
内
小
３
年
・

鍵
飯
）
は
「
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
橋
ま
で
行
き

ま
し
た
。
手
が
と
て
も
疲
れ
た
け
ど
楽
し
か

っ
た
で
す
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
27
日
、

町
や
湯
田
ダ

ム
管
理
支
所

な
ど
が
主
催

す
る
、
湯
田

ダ
ム
水
源
地

ツ
ア
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、「
森

と
湖
に
親
し

む
旬
間
」

（
７
／
21
〜

31
）
に
合
わ

力強い宣誓をする新田君

な　

う

北上線沿線中学校選抜野球大会
湯田中・沢内中惜しくも敗れる

湯
田
ダ
ム
水
源
地
ツ
ア
ー

水
力
発
電
の
仕
組
み
な
ど
を
学
ぶ

水の大切さを学びました

開会式で緊張の様子の選手たち

　

７
月
26
日
、
和
賀
地
区
小
学
校
体
育
連
盟

が
主
催
す
る
第
１
回
和
賀
地
区
小
学
校
水
泳

競
技
大
会
が
、
北
上
市
民
展
勝
地
プ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
小
学
校
の
統
合
に
よ
り
本

町
の
学
校
が
湯
田
・
沢
内
両
小
学
校
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
昨
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
た

北
上
市
と
西
和
賀
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
水
泳
大

会
を
再
編
し
、
今
年
か
ら
の
和
賀
地
区
と
し

て
合
同
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
、

各
校
の
５
、
６
年
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
本
町
の
野
中
孝
勇
教
育
長

が
「
他
校
の
選
手
と
お
お
い
に
競
い
合
い
、

交
流
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。
支
え
て
く
れ
て

い
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち

を
持
ち
、日
頃
の
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。ま
た
、選
手

を
代
表
し
湯
田
小
６
年
の
新
田
蓮
く
ん
（
湯

田
）
が
「
今
の
県
内
や
周
り
の
県
に
は
、
水

泳
だ
け
で
な
く
あ
た
り
前
の
生
活
す
ら
で
き

な
い
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
仲
間
の
思
い
を
胸
に
精
一
杯
競
技
し
ま

す
」
と
力
強
い
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

競
技
は
５
年
生
、
６
年
生
の
部
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
、
５
０
ｍ
平
泳
ぎ
や
各
種
リ
レ
ー

競
技
な
ど
で
大
会
新
記
録
（
大
会
記
録
は
昨

年
度
ま
で
北
上
市
で
行
っ
て
い
た
競
技
会
の

も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
）
が
出
る
な
ど
、

練
習
の
成
果
を
出
し
切
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

【
５
年
女
子
】

・
50
ｍ
自
由
形　

第
３
位

　

髙
橋
和
優
（
湯
田
小
・

　

湯
田
）
39
秒
84

・
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
Ｂ　

　

第
２
位　

湯
田
小　

　

３
分
09
秒
14

・
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
Ｂ

　

第
３
位　

沢
内
小

　

３
分
09
秒
68

※

リ
レ
ー
は
学
校
規
模
に

　

応
じ
て
Ａ
と
Ｂ
に
分
か

　

れ
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
は
湯

　

田
・
沢
内
各
小
を
含
め

　

12
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

50ｍプールでの競技です

第1回　和賀地区
水泳競技大会
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【
自
然
塾
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
】

　

８
月
３
日
か
ら
５
日
、
ブ
ナ
の
森
自
然
塾

さ
そ
う
館
で
自
然
塾
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ブ
ナ
の
森
自
然
塾
さ
そ
う

館
運
営
委
員
会
と
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
が
主
催
し
、
季
節
ご
と
に
年
４
回
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
町
内
や
北
上
市
の
４
年
生
以

上
の
小
中
学
生
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

２
泊
３
日
で
行
わ
れ
た
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

は
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
川
遊
び
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
夏
な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ

ー
と
畑
か
ら
掘
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
っ
た

ク
ッ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
布

団
を
敷
い
た
り
、
食
事
の
準
備
や
片
付
け
、

ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ
も
無
く
遊
ぶ
の
も
み
ん
な

で
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
、
言
わ
ば
「
自

律
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
期
間
で
開
催
し
て
い
た
「
被

災
地
の
子
供
た
ち
に
笑
顔
の
夏
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
事
業
（
岩
手
県
主
催
）
で
、
旧
越
中

畑
小
学
校
で
キ
ャ
ン
プ
体
験
を
し
て
い
る
沿

岸
の
子
ど
も
達
と
の
合
同
学
習
会
な
ど
も
行

わ
れ
、
楽
し
い
夏
の
思
い
出
づ
く
り
と
な
り

ま
し
た
。

【
夏
休
み
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
】

　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
引
き
続
き
８
月
９
日

か
ら
11
日
、
早
稲
田
大
学
児
童
文
化
研
究
会

と
町
教
育
委
員
会
で
主
催
す
る
夏
休
み
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
町
内
の
児
童
お
よ

そ
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

登山家の小松由佳さんからK2（標高8611ｍ世界第２位）に
登山した様子を聞きました

　

８
月
27
、
28
日
の
両
日
、
岩
手
県

青
年
団
体
協
議
会
が
主
催
す
る
第
60

回
岩
手
県
青
年
大
会
が
、
本
町
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
の
軟
式
野
球
の
部
で
は
、

昨
年
度
本
町
の
選
抜
チ
ー
ム
が
優
勝
、

そ
し
て
全
国
大
会
で
４
位
に
入
賞
し

て
い
る
大
会
で
、
今
大
会
も
２
チ
ー

ム
が
出
場
し
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
競
技
に
も
参
加
し
、
地
元
開
催

の
大
会
で
上
位
進
出
を
狙
っ
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
錦
秋
湖
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

総
合
開
会
式
（
10
時
〜
）
が
行
わ
れ

る
ほ
か
、
軟
式
野
球
競
技
は
錦
秋
湖

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
競
技
は

沢
内
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
メ
ン
バ
ー

は
次
の
と
お
り
で
す
。

第60回岩手県青年大会が本町を会場に開催

■バスケット

　

（
財
）
全
日
本
軟
式
野
球
連
盟
な
ど
が
主

催
す
る
天
皇
賜
杯
第
66
回
全
日
本
軟
式
野
球

大
会
は
、
岩
手
県
を
会
場
に
、
９
月
16
日
〜

21
日
の
６
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国
各

地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
50
チ
ー
ム
と
前
年

度
優
勝
チ
ー
ム
、
そ
し
て
、
開
催
地
の
岩
手

県
か
ら
推
薦
さ
れ
る
チ
ー
ム
を
合
わ
せ
て
57

チ
ー
ム
が
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
会

場
は
錦
秋
湖
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ほ
か
、
県
内
７

ヶ
所
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
錦
秋
湖
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
の
試
合
は
、
９
月
17
日
、
18
日
の
両
日

に
各
３
試
合
行
わ
れ
ま
す
。
第
１
試
合
は
両

日
と
も
午
前
８
時
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
な
り
ま

す
。
錦
秋
湖
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
組
み
合
わ
せ
は

次
の
と
お
り
で
す
。

天
皇
賜
杯
第
66
回
全
日
本
軟
式
野
球
大
会

錦
秋
湖
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
全
国
大
会
が
開
催

■軟式野球

（監督）小田島利政（耳取）

（主将）駒込　賢治（鍵飯）

　　　　大石　　大（新町）

　　　　鎌田　拓磨（川尻）

　　　　高橋　拓也（湯本）

　　　　菊地　春次（上野々）

　　　　高橋　　弦（湯田）

　　　　駒ヶ嶺智裕（耳取）

　　　　高橋　栄光（大野）

　　　　内記　和人（前郷）

　　　　高橋　宏希（湯田）

　　　　高橋　能史（耳取）

　　　　近藤　勝浩（猿橋）

オール西和賀Ａ
（監督）佐藤　秀樹（大沓）

（主将）高橋新太郎（湯本）

　　　　家子　　猛（湯本）

　　　　刈田　友太（新町）

　　　　佐藤　大紀（新町）

　　　　佐々木　拓（太田）

　　　　深沢　将平（耳取）

　　　　高橋　辰徳（湯田）

　　　　高橋　健二（湯本）

　　　　岩井川太郎（下前）

オール西和賀Ｂ
（監督）佐川　　圭（湯本）

（主将）高橋　裕之（太田）

　　　　太田　宣承（太田）

　　　　深沢　知宏（太田）

　　　　高橋　浩達（泉沢）

　　　　藤原　光広（槻沢）

　　　　伊藤　恭兵（清水ヶ野）

　　　　武田　勝憲（湯川）

　　　　前川孝太郎（湯本）

nishiwaga vegos

感
動
と
発
見
を
お
み
や
げ
に

夏
休
み
の
さ
そ
う
館
は
大
賑
わ
い

　

沢
内
小
学
校
の
児
童
で
組
織
す
る
沢
内
ジ

ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
８
月

27
、
28
日
に
一
関
市
東
山
町
で
開
催
さ
れ
る

第
40
回
岩
手
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
（
関
連

記
事
Ｐ
15
）

沢
内
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ス
ポ
少

　
　
　
　
　

（
女
子
）
が
県
大
会

　

こ
の
事
業
は
湯
田
町
時
代
か
ら
継
続
し
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
子
ど
も
た

ち
と
の
工
作
企
画
「
つ
く
っ
て
遊
ぼ
う
Ｓ
Ｕ

Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
２
０
１
１
」
、
体
を
お
も
い
き
り

動
か
せ
る
企
画
「
西
和
賀
ス
ポ
ー
ツ
大
会
２

０
１
１
」
、
人
形
劇
「
世
界
征
服
を
や
め
さ

せ
ろ
！
」
の
メ
ニ
ュ
ー
で
子
ど
も
た
ち
を
迎

え
ま
し
た
。
初
日
は
、
た
こ
や
こ
ま
な
ど
を

作
り
出
来
栄
え
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

■錦秋湖グラウンドでのトーナメント表

勝者：9/19花巻球場第1試合へ

③13：10

②10：20

③12：40②10：20

①8：00【9/18】

【9/17】

【
岩
手
】
一
関
信
用
金
庫

【
茨
城
】
茨
城
県
代
表

【
香
川
】
佐
川
急
便
四
国

【
鹿
児
島
】
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

【
大
阪
第
２
】
明
治
大
阪
工
場

【
京
都
】
Ｓ
Ｅ
Ｃ
カ
ー
ボ
ン（
株
）

【
山
口
】
山
口
合
同
ガ
ス
株
式
会
社

①8：00
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西
和
賀
町
婦
人
連
絡
協
議
会
（
高

橋
千
賀
子
会
長
・
川
舟
）
は
、
7
月

24
日
に
大
槌
町
で
炊
き
出
し
を
行
い

ま
し
た
。
炊
き
出
し
に
は
会
員
20
人

が
参
加
し
、
ミ
ズ
の
か
ら
し
あ
え
や

キ
ュ
ウ
リ
の
一
本
漬
け
、
リ
ン
ド
ウ

な
ど
が
無
料
で
配
ら
れ
た
ほ
か
、
会

員
ら
が
使
用
し
て
い
な
い
鍋
を
集
め

届
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
婦
人
連
絡
協
議
会
の
ほ

か
、
北
上
市
の
「
つ
な
げ
る
つ
な
が

る
委
員
会
」（
支
援
物
資
・
バ
ザ
ー

を
提
供
）
と
奥
州
市
の
「
お
米
シ
ス

タ
ー
ズ
」（
中
華
飯
を
提
供
）
と
も

協
力
し
、
大
槌
町
の
み
な
さ
ん
に
元

気
と
笑
顔
を
届
け
ま
し
た
。

　

㈶
岩
手
県
消
防
協
会
北
上
地
区
支

部
か
ら
本
町
の
8
組
織
に
ア
ル
ミ
製

の
折
り
た
た
み
担
架
が
寄
贈
さ
れ
、

7
月
29
日
に
北
上
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部
で
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
万
が
一
の
場
合
に
備
え
、
各

自
主
防
災
組
織
で
の
力
強
い
見
方
と

な
り
ま
す
。
交
付
が
行
わ
れ
た
組
織

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

貝
沢
防
災
会
・
川
舟
防
災
会
・
若

畑
区
防
災
会
・
長
瀬
野
行
政
区
自
主

防
災
会
・
弁
天
防
災
会
・
湯
川
温
泉

自
主
防
災
会
・
小
繋
沢
地
区
防
災
会
・

越
中
畑
行
政
区
防
災
会
（
い
ず
れ
も

会
長
は
行
政
区
長
が
兼
務
）

実
施
地
：
大
船
渡
市

（
大
船
渡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

実
施
日
：
7
月
7
日
㈭

岩
手
県
立
西
和
賀
高
等
学
校

　

3
学
年　

平
澤　

凛
さ
ん
（
泉
沢
）

　

私
が
大
船
渡
に
着
い
て
最
初
に
思

っ
た
こ
と
は
、
バ
ス
の
中
か
ら
も
分

か
り
ま
し
た
が
、
生
臭
い
臭
い
で
し

た
。
油
の
よ
う
な
臭
い
と
海
水
の
臭

い
が
混
ざ
っ
て
い
て
気
持
ち
が
悪
く

な
り
ま
し
た
。

　

私
達
女
子
は
30
人
で
施
設
の
中
で

流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
膨
大
な
数
の
写

真
や
ア
ル
バ
ム
な
ど
の
土
を
は
ら
い
、

そ
こ
か
ら
写
真
本
体
の
み
を
は
が
す

と
い
う
作
業
を
4
班
に
分
か
れ
て
し

ま
し
た
。
そ
こ
の
地
域
で
は
重
油
に

よ
る
被
害
が
一
番
ひ
ど
か
っ
た
と
聞

き
ま
し
た
。
言
わ
れ
た
と
お
り
で
、

ア
ル
バ
ム
や
写
真
は
4
ヶ
月
も
の
間
、

海
水
や
泥
重
油
が
つ
い
た
ま
ま
で
カ

ビ
が
繁
殖
し
て
い
る
も
の
や
、
そ
れ

ら
の
せ
い
で
写
真
の
イ
ン
ク
が
溶
け

て
何
の
写
真
な
の
か
も
分
か
ら
な
い

も
の
が
多
か
っ
た
で
す
。
中
に
は
、

結
婚
式
の
写
真
や
入
学
式
、
卒
業
式
、

旅
行
に
行
っ
た
と
き
の
思
い
出
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
。
作
業
し
な
が
ら

〝
今
こ
の
人
は
ど
こ
に
い
て
ど
ん
な

気
持
ち
な
ん
だ
ろ
う
〞
と
か
〝
流
さ

れ
て
い
る
人
た
ち
も
い
る
の
だ
ろ
う

か
〞
と
か
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

作
業
を
す
る
前
に
担
当
の
方
の
話
の

中
で
「
写
真
を
さ
ら
に
長
生
き
さ
せ

た
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
担
当

の
方
も
作
業
中
の
人
も
、
自
分
達
も

被
災
し
て
い
る
の
に
、
自
分
の
技
術

を
他
の
人
た
ち
の
た
め
に
活
か
そ
う

と
い
う
気
持
ち
が
強
く
て
、

す
ご
い
人
た
ち
だ
と
尊
敬
し
ま
し
た
。

写
真
を
見
て
い
る
と
〝
絶
対
こ
の
写

真
を
持
ち
主
に
返
し
て
あ
げ
た
い
〞

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
普

段
な
ん
と
な
く
記
念
に
撮
っ
て
飾
っ

て
あ
る
写
真
で
す
が
、
作
業
し
て
い

る
写
真
一
枚
一
枚
に
込
め
ら
れ
た
気

持
ち
と
か
を
考
え
て
し
ま
っ
て
、
泣

き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
担
当
の
方

は
「
重
要
で
一
番
時
間
が
か
か
る
作

業
だ
か
ら
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
本
当
に

私
達
が
や
っ
た
こ
と
は
ほ
ん
の
少
し

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
の

ほ
ん
の
少
し
の
作
業
を
手
伝
え
た
こ

と
で
、
被
災
の
恐
ろ
し
さ
が
あ
ら
た

め
て
実
感
で
き
た
し
、
も
っ
と
被
災

地
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
も
の
か

と
考
え
る
と
て
も
良
い
機
会
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習

　
　
　
　

 　
　

 

を
と
お
し
て

町
婦
協
が

　

大
槌
町
で
炊
き
出
し

自
主
防
災
組
織
に

　
　
　
　

担
架
寄
贈

復興に向けて今こそ心ひとつに復興に向けて今こそ心ひとつに⑤
激震　東日本大震災激震　東日本大震災
～ボランティアに参加した西高生の感想～～ボランティアに参加した西高生の感想～
復興に向けて今こそ心ひとつに⑤
激震　東日本大震災
～ボランティアに参加した西高生の感想～

　本町に一時避難していた多くの人が帰っていきました。被災地の復興は進んでいるのか、また、被災された皆さん　本町に一時避難していた多くの人が帰っていきました。被災地の復興は進んでいるのか、また、被災された皆さん
の生活は大丈夫なのか。現在も町内からのボランティア活動は継続し行われています。今回は、復興に向けボランテの生活は大丈夫なのか。現在も町内からのボランティア活動は継続し行われています。今回は、復興に向けボランテ
ィア活動に参加した西和賀高校生の率直な感想を紹介します。何百年に一度の大震災。この事実を忘れることなく、ィア活動に参加した西和賀高校生の率直な感想を紹介します。何百年に一度の大震災。この事実を忘れることなく、
今後に生かして欲しいと思います。今後に生かして欲しいと思います。

　本町に一時避難していた多くの人が帰っていきました。被災地の復興は進んでいるのか、また、被災された皆さん
の生活は大丈夫なのか。現在も町内からのボランティア活動は継続し行われています。今回は、復興に向けボランテ
ィア活動に参加した西和賀高校生の率直な感想を紹介します。何百年に一度の大震災。この事実を忘れることなく、
今後に生かして欲しいと思います。

「絶対に返してあげたい」 と丁寧に作業

町の花リンドウで元気づけ

目録を受け取る髙橋久男さん（長瀬野区長）



　

7
月
30
日
、
湯
本
温
泉
の
ホ
テ
ル
対
滝
閣

で
、
第
15
回
子
規
「
は
て
し
ら
ず
の
道
」
俳

句
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
か
つ
て
正
岡
子
規
が
、
湯

本
温
泉
を
含
め
た
東
北
各
地
を
旅
し
て
詠
ん

だ
俳
句
を
集
め
た
「
は
て
し
ら
ず
の
記
」
に

ち
な
ん
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
湯
本
地
内
に

正
岡
子
規
の
句
碑
が
建
立
さ
れ
た
平
成
9
年

か
ら
、
湯
本
温
泉
観
光
協
会
（
大
沢
長
嘉
会

長
）
な
ど
が
主
催
し
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
に
は
、
町
内
外
か
ら
愛
好
家

お
よ
そ
90
人
が
参
加
し
、
正
岡
子
規
と
同
様

に
当
地
で
の
思
い
を
詠
み
あ
げ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
当
日
の
参
加
者
が
投
句
す
る
席

題
の
部
、
全
国
か
ら
募
集
し
た
句
か
ら
な
る

兼
題
の
部
（
応
募
者
数
130
人
・
総
句
数
382
句
）

で
行
わ
れ
、
審
査
の
結
果
そ
れ
ぞ
れ
特
選
句

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
各
所
に
設

置
さ
れ
た
投
句
箱
に
寄
せ
ら
れ
た
62
句
の
中

か
ら
5
句
の
入
選
句
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

か
び

●
子
規「
は
て
し
ら
ず
の
道
」俳
句
大
会
賞

　

シ
ャ
ン
パ
ン
の
コ
ル
ク
抜
く
音
更
衣

●
西
和
賀
町
長
賞

　

被
災
地
に
吹
く
涼
風
に
癒
や
さ
れ
る

●
西
和
賀
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　

和
賀
流
の
句
碑
の
草
刈
る
妻
に
会
ふ

●
西
和
賀
町
観
光
協
会
長
賞

　

早
池
峰
の
雪
渓
を
踏
む
遊
歩
道

●
西
和
賀
町
芸
術
文
化
協
会
長
賞

　

子
規
の
道
月
の
涼
し
き
出
湯
か
な

子
規
「
は
て
し
ら
ず
の
道
」
俳
句
大
会　

特
選
作
品
（
敬
称
略
）

な
が
よ
し

正
岡
子
規
の

　

足
取
り
を
た
ど
っ
て

は
て
し
ら
ず
の
道

　
　
　
　

俳
句
大
会

正
岡
子
規
の

　

足
取
り
を
た
ど
っ
て

は
て
し
ら
ず
の
道

　
　
　
　

俳
句
大
会
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●
子
規「
は
て
し
ら
ず
の
道
」俳
句
大
会
賞

　

泰
然
と
ま
さ
し
く
蛇
行
赤
ま
む
し

●
西
和
賀
町
長
賞　

　

黴
の
香
に
む
せ
て
マ
タ
ギ
の
掟
き
く

●
西
和
賀
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞　

　

子
規
句
碑
へ
一
歩
目
ま
と
ひ
払
い
つ
つ

●
西
和
賀
町
観
光
協
会
長
賞　

　

滴
り
の
巌
に
神
の
声
聞
こ
ゆ

●
西
和
賀
町
芸
術
文
化
協
会
長
賞　

　

ま
だ
着
か
ぬ
多
つ
を
の
車
青
時
雨

〈
北
上
市
〉
泉　
　

富
保

〈
盛
岡
市
〉
菊
池　

節
子

〈
花
巻
市
〉
後
藤　

冴
子

〈
北
上
市
〉
小
原
十
三
丸

〈
北
上
市
〉
鉄
本　

正
人

旅
人
の
後
追
ひ
ゆ
く
あ
い
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
西
和
賀
町
〉
吉
田　

由
美

新
緑
に
負
け
な
い
和
賀
川
の
蒼
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
陸
前
高
田
市
〉
千
葉　

洋
巳

子
規
句
碑
の
乾
き
出
し
た
る
青
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
北
上
市
〉
中
嶋　

広
江

剣
舞
に
心
み
た
さ
れ
春
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
陸
前
高
田
市
〉
吉
田　

政
子

露
天
湯
の
母
娘
に
瀬
音
も
み
ぢ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
東
京
都
〉
藤
原　

凉
子

投
句
箱
入
選
句

席
題
の
部

兼
題
の
部

（
当
日
句
）

〈
北
上
市
〉
鉄
本
美
那
子

〈
宮
城
県
〉
鈴
木　

五
朔

〈
北
上
市
〉
浅
田　

哲
心

〈
盛
岡
市
〉
内
藤　

照
子

〈
奥
州
市
〉
小
野
寺
勝
次

（
募
集
句
）
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那
子

五
朔

哲
心

照
子

勝
次
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平
成
９
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

沢
内
マ
ラ
ソ
ン
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
は
、
今

回
で　

回
目
を
数
え
ま
す
。

１５

　

こ
の
大
会
は
町
や
岩
手
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
競
技
連
盟
な
ど
が
主
催
し
、　

キ
ロ

１０

の
部
と
５
キ
ロ
の
部
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

５
歳
刻
み
の
年
代
別
で
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
の
参
加
者
は
全
国
各
地

か
ら　

人
が
集
ま
り
、
町
内
か
ら
は　

人

５４２

１９

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
大
会
会
長
の
細
井
町
長

が
｢
こ
の
大
会
は
数
少
な
い
真
夏
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。
私
達
は
東
日
本
大

震
災
で
知
っ
た
自
然
の
恐
ろ
し
さ
、
そ
し

て
、
や
さ
し
さ
と
同
調
し
な
が
ら
生
き
て

い
ま
す
。
今
日
の
暑
さ
も
自
然
が
与
え

て
く
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
に
い
か
に

適
応
し
行
動
し
て
い
っ
た
ら
い
い
か
受

け
止
め
な
が
ら
、
思
い
っ
き
り
汗
を
流
し

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、　

キ
ロ
の
部
が
午
前
９
時　

１０

３０

分
に
、
５
キ
ロ
の
部
が
そ
の
５
分
後
に
ス

タ
ー
ト
。

　

毎
年
８
月
に
行
わ
れ
る
こ
の
マ
ラ
ソ

ン
大
会
は
、
真
夏
と
い
う
こ
と
も
あ
り
気

象
条
件
の
厳
し
い
大
会
で
す
。
今
年
も

暑
い
太
陽
の
下
、
沿
道
の
声
援
を
受
け
な

が
ら
選
手
た
ち
が
駆
け
抜
け
、　

人
が
完

４９６

走
し
ま
し
た
。　

キ
ロ
男
子　

〜　

歳

１０

４５

４９

の
部
で
６
位
に
入
賞
し
た
山
崎
浩
行
さ

ん
（
湯
本
）
は
「
と
に
か
く
熱
か
っ
た
で

す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
審
判
な
ど
で
練

習
不
足
だ
っ
た
が
、
予
定
外
に
走
れ
て
い

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
総
合
優

勝
者
と
本
町
関
係
の
６
位
ま
で
の
入
賞

を
紹
介
し
ま
す
。

8月7日、志賀来ドーム周辺を会場として、西和賀の夏8月7日、志賀来ドーム周辺を会場として、西和賀の夏のの
イベントとして知られる沢内マラソンが行われましたイベントとして知られる沢内マラソンが行われました。。

今年も暑い夏になりまし今年も暑い夏になりましたた

沢内マラソ沢内マラソンン
マスターズ大マスターズ大会会

◆総合優勝者紹介（敬称略）
　１０キロ男子　藤　原　裕　規（北上市）３４分２８秒
　１０キロ女子　菅　原　初　江（一関市）４２分１２秒
　５キロ男子　佐々木　信　彦（青森県）１６分１９秒
　５キロ女子　小野寺　たけ子（一関市）２１分３８秒

◆町内入賞者（敬称略）
　５キロ男子３４歳以下　第６位　高　橋　裕　之（太田）
　５キロ男子７０〜７４歳　第６位　平　澤　安　保（泉沢）
　１０キロ男子３４歳以下　第２位　伊　藤　盛　彦（新町）
　１０キロ男子３４歳以下　第５位　齋　藤　陽　一（大沓）
　１０キロ男子４５〜４９歳　第６位　山　崎　浩　行（湯本）

水の作文コンクール
石井理沙さん（沢内中３年・川舟）が優秀賞
　国土交通省や県が主催する第３３回全日本水
の作文コンクールで石井さんが県の優秀賞に
輝き、８月１８日に沢内中学校体育館で表彰式
が行われました。
　この作文コンクールは、８月１日を「水の
日」とし、この日から一週間を「水の週間」
と定めており、この期間に水の大切さや上手
な利用方法について考えてもらおうと中学生
を対象に行っているもので、優秀賞は県内で
３人。石井さんは「ふるさとの水の流れ」と
題し、自身の体験に触れ、水についての思い
を伝えました。

　優秀賞を受賞
した作文は、第
３３回「全日本中学
生水の作文コン
クール」へ推薦さ
れます。
　また、沢内中
学校としても優
秀学校賞を受賞
しました。▲表彰状を受け取る石井さん

　

告
知
端
末
開
局
延
期
に
つ
い
て

　

広
報
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
た
告
知

端
末
開
局
日
（
８
月
１
日
）
で
す
が
、
現
在
、

６
月　

日
の
大
雨
被
害
に
よ
り
、
猿
橋
地
区

２４

内
の
一
部
施
設
で
土
台
が
流
さ
れ
る
な
ど
の

損
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
延
期
を
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
復
旧
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

す
ぐ
に
は
回
復
で
き
な
い
状
態
で
す
。
開
局

日
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
広
報
等
で
再
度
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
開
局
と
同
時
に
放
送
予
定
だ
っ
た

ラ
ジ
オ
放
送
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　

な
お
、
今
回
の
被
害
の
影
響
を
受
け
な
い

地
域
に
つ
い
て
は
、
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
引
き

続
き
試
験
放
送
（
有
線
放
送
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

緯
８
２｜

３
２
８
１

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
完
全
終
了
は

　

３
月 

日
ま
で
延
期

　

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
３
県
の
ア
ナ
ロ
グ

放
送
の
完
全
終
了
が
来
年
３
月　

日
ま
で
延

３１

期
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
テ
ナ
や
宅
内
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
テ
レ
ビ
を

買
っ
て
取
り
付
け
て
も
地
デ
ジ
放
送
が
映
ら

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
ナ

ロ
グ
放
送
の
完
全
終
了
直
前
に
気
付
い
て
も

工
事
業
者
の
対
応
が
間
に
合
わ
な
い
可
能
性

も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
期
に
テ
レ
ビ
の
デ
ジ

タ
ル
化
対
応
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
切
り
替
え
が
済
ん
で

い
な
い
場
合
、
次
の
窓
口
で
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

デ
ジ
サ
ポ
岩
手

　

緯
０
１
９｜

９
０
３｜

０
１
０
１

　

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

緯
０
５
７
０｜

０
７｜

０
１
０
１

３１
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故
・
佐
々
木
保
夫
さ
ん
に

旭
日
単
光
章地

方
自
治
功
労

叙
勲

　

生
前
、
数
々

の
功
績
を
残
し
、

平
成
23
年
６
月

11
日
に
逝
去
さ

れ
た
元
湯
田
町

議
会
議
員
の

佐
々
木
保
夫
さ

ん（
左
草
）が
旭

日
単
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
昭
和
34
年
５
月
湯
田
村
議
会

議
員
（
昭
和
39
年
８
月
よ
り
町
施
行
に
よ
り
湯

田
町
）
に
初
当
選
。
以
来
、
昭
和
46
年
４
月
ま

で
３
期
12
年
間
在
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
産
業
経
済
常
任
委
員
長
や
建
設
委

員
会
理
事
な
ど
を
歴
任
。
地
方
自
治
の
発
展
と

住
民
自
治
の
向
上
に
尽
力
、
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
46
年
２

月
に
岩
手
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
表
彰
、
平

成
９
年
11
月
に
は
湯
田
町
長
表
彰
（
町
勢
功
労
）

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
32
年
７
月
か
ら
昭
和
41
年
７
月

ま
で
湯
田
村
農
業
委
員
会
委
員
、
昭
和
44
年
７

月
か
ら
昭
和
56
年
７
月
ま
で
湯
田
町
農
業
委
員

会
委
員
を
務
め
、
水
稲
の
増
産
体
制
の
推
進
や

農
政
の
大
き
な
転
換
施
策
と
な
っ
た
生
産
調
整

の
促
進
な
ど
、
混
迷
す
る
農
政
活
動
や
農
政
振

興
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
ま
し
た
。

▲細井町長よりご子息の佐々木静夫さ
　んに叙勲の伝達が行われました

　町では次のとおり入札を行いました。施工箇所の詳細などは担当課までお問い合わせください。
　工事名は一部省略して記載しています。落札率は、税抜きの予定価格と税抜きの請負額から計算しています。
また、契約額は税込みの金額を表示しています。

入札執行状況

番号／17（建設課）
事業名／町道長瀬野線道路測量設計業務委託
場所／長瀬野
内容／測量業務一式
　　　地質調査業務一式　ほか
契約者／（株）復建技術コンサルタント盛岡支店
契約額／414万円
工期／7.27～12.3
落札率／62.2

番号／18（建設課）
事業名／町道下前小繋沢線道路測量設計業務委託
場所／左草
内容／測量業務一式
　　　地質調査業務一式　ほか
契約者／日鉄鉱コンサルタント（株）東北支店
契約額／1,344万円
工期／7.27～H24.1.22
落札率／93.0

＜8月9日執行分＞

番号／19（建設課）
事業名／町道湯本槻沢線道路改良に伴う配水管移設工事
場所／槻沢
内容／配水管移設工　Ｌ＝434.2ｍ
　　　給水管接続工一式　ほか
契約者／（有）湯田機械
契約額／793万円
工期／8.13～11.28
落札率／95.4

番号／20（建設課）
事業名／町道東側幹線道路改良に伴う配水管移設工事
場所／弁天
内容／配水管移設工　Ｌ＝501.5ｍ
　　　給水管接続工一式　ほか
契約者／（株）田中建設
契約額／735万円
工期／8.13～11.18
落札率／92.0

番号／21（建設課）
事業名／湯田浄水場非常用発電機更新工事
場所／湯田
内容／非常用発電機　1台
　　　電源切替盤　1面
契約者／向洋電気（株）
契約額／1,103万円
工期／8.13～12.8
落札率／88.3

番号／22（建設課）
事業名／沢内簡水配水管布設実施設計委託
場所／川舟
内容／配水管布設替設計　一式
　　　路線測量　一式
契約者／新日本設計(株）東北支社
契約額／399万円
工期／8.13～10.22
落札率／77.4

番号／９（建設課）
事業名／川舟・泉沢地区配水管布設替工事
場所／川舟・泉沢
内容／配水管布設替工一式　ほか
契約者／（有）高橋重機
契約額／929万円
工期／7.26～11.10
落札率／95.0

番号／10（建設課）
事業名／戸別浄化槽設置（その１）工事
場所／大野ほか
内容／５人槽１基　７人槽４基
契約者／（有）西和賀水道
契約額／572万円
工期／7.26～11.7
落札率／94.8

＜7月21日執行分＞

番号／11（総務課）
事業名／大野地区消防屯所新築工事
場所／大野
内容／木造平屋建１棟　消防用ホース乾燥塔　ほか
契約者／（有）米沢工務所
契約額／1,449万円
工期／7.27～12.23
落札率／94.5

番号／12（学務課）
事業名／沢内小学校校舎耐震補強工事
場所／泉沢
内容／アルミブレース工事等一式
契約者／（株）田中建設
契約額／1,806万円
工期／7.27～11.23
落札率／95.6

番号／13（保健福祉課）
事業名／せんだん保育所施設改修工事
場所／猿橋
内容／改修工一式
契約者／（有）米沢工務所
契約額／1,397万円
工期／7.27～10.24
落札率／93.9

番号／14（保健福祉課）
事業名／新町保育所施設改修工事
場所／新町
内容／改修工一式
契約者／（有）松川工務店
契約額／1,235万円
工期／7.27～10.24
落札率／95.0

番号／15（沢内病院）
事業名／沢内病院病室エアコン設置工事
場所／太田
内容／エアコン設置７台
契約者／（有）沢内電業
契約額／200万円
工期／7.27～8.5
落札率／89.2

番号／16（建設課）
事業名／町道川尻湯田線災害防除工事
場所／間木野
内容／コンクリート吹付け工　1,520㎡
契約者／ライト工業（株）盛岡営業所
契約額／2,888万円
工期／7.27～H24.1.1
落札率／73.7

＜7月20日執行分＞

番号／１（建設課）
事業名／ロータリ除雪車購入
場所／川尻
内容／ロータリ除雪車購入１台　2.6ｍ、220kw級
契約者／（株）KCMJ盛岡営業所
契約額／2,200万円
工期／議決後5日以内～H24.1.31
落札率／76.8

番号／２（建設課）
事業名／町道川尻小繋沢線翁渕橋橋梁補修工事
場所／小繋沢
内容／現場塗装工　910㎡　舗装工　247㎡　ほか
契約者／（有）菅政組
契約額／6,132万円
工期／議決後5日後～H24.1.31
落札率／94.9

番号／３（建設課）
事業名／町道東側幹線道路改良（その１）工事
場所／弁天
内容／施工延長　L=260ｍ　舗装工　2,413㎡　ほか
契約者／（株）田中建設
契約額／3,707万円
工期／7.26～12.27
落札率／96.0

番号／４（建設課）
事業名／町道東側幹線道路改良（その２）工事
場所／弁天
内容／施工延長　L＝290.6ｍ　舗装工　2,178㎡　ほか
契約者／（有）高幸建設
契約額／4,368万円
工期／7.26～H24.1.11
落札率／95.2

番号／５（建設課）
事業名／町道湯本槻沢線道路改良工事
場所／槻沢
内容／施工延長　L=435.1ｍ　舗装工　2,330㎡　ほか
契約者／（有）菅政組
契約額／4,620万円
工期／7.26～H24.1.14
落札率／95.4

番号／６（建設課）
事業名／町道大木原線舗装改良工事
場所／貝沢
内容／施工延長　L=395ｍ　舗装工　1,820㎡
契約者／柿沢建設
契約額／945万円
工期／7.26～9.30
落札率／95.8

番号／７（総務課）
事業名／防火水槽設置工事
場所／本屋敷
内容／防火水槽設置工一式
契約者／（有）西村組
契約額／473万円
工期／7.26～10.28
落札率／96.4

番号／８（建設課）
事業名／湯本清水ヶ野線側溝改修工事
場所／湯田
内容／施工延長　L=267ｍ　側溝工　L=67ｍ　ほか
契約者／（有）薄井組
契約額／557万円
工期／7.26～10.24
落札率／96.2
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岩手県知事・岩手県議会議員選挙
投開票日は９月１１日（日）
　東日本大震災で延期となっていた岩手県知事選挙
（８月２５日告示）と岩手県議会議員選挙（９月２日告
示）の投開票日は９月１１日となります。投票時間は
午前７時〜午後６時までとなります。
■投票日時　９月１１日（日）午前７時〜午後６時
■期日前投票開始日
　岩手県知事選挙
　８月２６日（金）午前８時３０分〜午後８時
　岩手県議会議員選挙
　９月３日（土）午前８時３０分〜午後８時
■期日前投票場所　役場湯田・沢内各庁舎
■不在者投票
　　出稼ぎや入院中の人などは、次の方法で不在者
投票をすることができます。

１出稼ぎなどで町外に滞在している人は、滞在先の
市町村の選挙管理委員会で行うことができます。

２不在者投票ができる施設として指定されている病
院などに入院・入所しているときは、その施設で行
うことができます。

３一定の障害等級の身体障害者手帳や戦傷病者手帳
を交付されている人、介護保険の介護認定におけ
る要介護度が要介護５の人は郵便などで行うこと
ができます。
※投票用紙の請求については、 １　２は町選挙管理委
員会へ請求、３については、不在者投票ができる
施設かどうかを確認し、病院（施設）長に請求し
てください。

■問い合わせ先　町選挙管理委員会　緯８２−３２８１

西和賀の魅力　滝の写真を絵葉書に
写真家・高沢翔さん（高橋定雄・川舟）

　本町川舟在住の写真家高沢翔さんが、町内の滝に
ちなんだ絵はがき「西和賀・滝巡り」を作製しまし
た。高沢さんが撮影した滝の写真の中から１４点を厳
選し、湯田編と沢内編の２種類を作製し、湯田編に
は白糸の滝や姫滝など下前風景林の滝群を、沢内編
にはきぬずれの滝や天空の滝など真昼山系の滝群が
納められています。また、ミニマップもつけられて
おり、撮影した滝の場所が確認できるようになって
います。
　高沢さんは、各地で写真展を開催しているほか、
これまでに４シリーズの絵葉書を作製しており、今
回で５作目となります。「地元にはすばらしい滝が
多くあります。町内のたくさんの人に地元の滝の魅
力を知ってもらいたいです」と話していました。
　この絵はがきは販売も行っており、湯夢プラザや
沢内バーデンなど町内観光施設で１セット５００円で
販売しています。また、８月１〜２１日まで湯夢プラ
ザにおいて、絵はがきに使った写真などの展示会も
行い、多くの来場者が訪れていました。８／２３〜９
／３まで沢内バーデンでも展示会を行っています。

西
和
賀
巡
り
に
ご
利
用
を

観
光
専
用
タ
ク
シ
ー
「
タ
ク 
観 
ク
ン
」

み

　

町
観
光
協
会
（
早
川
久
衛
会
長
・
中

村
）は
７
月
１
日
か
ら
、
タ
ク
シ
ー
観
光

事
業
「
タ
ク
観
ク
ン
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
J
R
北
上
線
を
利
用
し
ほ
っ
と
ゆ

だ
駅
に
降
り
る
観
光
客
や
長
期
休
業
な

ど
で
帰
省
し
て
く
る
人
向
け
に　

の
１０

コ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
、
ほ
っ
と
ゆ
だ
駅
を
発
着

と
し
、
１
時
間
半
か
ら
３
時
間
ま
で
の

コ
ー
ス
を
準
備
し
、
利
用
者
の
事
情
に

合
わ
せ
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容

は
、
子
規
句
碑
め
ぐ
り
コ
ー
ス
（　

分
）、

９０

碧
祥
寺
博
物
館
・
弁
天
島
コ
ー
ス
（
２

時
間
）、
白
糸
の
滝
、
女
神
霊
泉
コ
ー
ス

（
３
時
間
）
な
ど
で
、
人
数
が
多
い
場
合

は
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
で
案
内
し
ま
す
。

　

料
金
や
コ
ー
ス
な
ど
詳
し
く
は
、
町

観
光
協
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

西
和
賀
町
観
光
協
会

　

緯
８
１｜

１
１
３
５

「西和賀・滝巡り」の絵はがき

「タク観クン」PRチラシ

町議会議員選町議会議員選挙挙
開票の様開票の様子子

西和賀の魅力を届けまし西和賀の魅力を届けましたた
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子どもは地域の宝 沢内地区教育振興会が設立

　8月10日、7月の湯田地区に引き続き、沢内地区でも教育振興会が設
立されました。小学校統合に伴い、旧小学校ごとに組織されていた教育
振興会を実践班とし、新たに沢内地区全域を対象とした沢内地区教育振
興会の設立総会は太田老人福祉センターで行われ、関係者およそ30人が
出席しました。
　総会では、設立までの経過報告、規約の承認、役員の選出を行ったほ
か、今年度の事業計画と予算を決定しました。具体的な取り組みとし
て、旧小学校区ごとの実践班の支援や家庭学習と読書の充実などが盛り
込まれ、地域一体となり活動していくことを確認しました。また、会長
には髙橋定雄さん（川舟）が選任され「今まではそれぞれの実践区で特
徴ある活動をしてきましたが、徐々に沢内地区振興会としての一体感を
作り上げていきましょう」とあいさつをしました。会長のほか、副会長
には加藤茂さん（新町）、髙橋久男さん（長瀬野）、田中實さん（貝
沢）の３人が選任されました。

夢、笑顔あふれる教育の実現へ向け 町 PTA連合会教育懇談会

　7月20日、湯田中学校多目的ホールで西和賀町PTA連合会（池田有
樹会長・白木野）が主催する教育懇談会が行われ、教職員や父兄およそ
40人が参加し、今後の町の教育はどうあるべきか意見交換を行いました。
　懇談会は「夢、笑顔あふれる西和賀の教育」～これからの西和賀の教
育はどうあればよいか～をテーマに、池田会長がコーディネーターとな
り、野中孝勇教育長、太田宣承さん（子どもによる寺子屋実行委員）、
北村東さん（西和賀高校校長）、阿部栄子さん（教育委員）がパネラー
となり「地域の教育力が必要」「思いを語ることが大事。人との違いを
見つけることも大切」「保小中高が一体となった教育環境が西和賀には
必要なのでは」「家庭では笑顔が重要。子どもの笑顔は幸せの薬であ
る」など自身の立場から感じていることを話しました。
　参加者からは子ども達が少ないことにより部活動に支障がでているな
どの悩みも話され、参加者みんなで問題解決に向けた話し合いが行われ
ました。

　7月31日、大野の志賀来野外ステージで、野外音楽イベント「GREEN　
MOUNTAIN～made in 音楽」が行われました。
　町内の若者有志で構成する実行委員会（石川伸也委員長・川尻）が
企画・運営して行われ、今年で2回目の開催となりました。ライブ
は、11時から19時30分までの長時間行われ、町内からの７グループの
ほか秋田県を含む６グループの13グループが参加し、熱唱を繰り広げ
ました。また、西和賀高校吹奏楽部の演奏や歌、踊りのほか、町内の
児童・生徒で結成している「Hopping shower」のダンスも披露され、
会場一体となって盛り上がりました。会場には、フリーマーケットも
出店され多くの人でにぎわいました。
　若者による真夏の熱いイベントは大成功し、町に活力を与えてくれ
ました。

親元を離れ友だちと一夜を 沢内地区３保育所でお泊り会

今年は志賀来から熱い思いを発信 「GREEN　MOUNTAIN～made in 音楽」野外ライブ

西和賀らしい教育の発見を

町内バンド「SCRATCHI」の熱唱

手際よく野菜を切っていきます（せんだん保育所）

地域一体となった活動展開に

　7月22～23日に、沢内地区の3保育所年長組が親元を離れ、保育所で
の宿泊体験を行いました。この事業は、自分達で食事や宿泊の準備を
し、友だちと一緒に泊まる体験をすることで自信や自立心を養う目的で
行われているものです。
　せんだん保育所では、ひまわり組11人が包丁を使い野菜を切ったり、
ジャガイモやニンジンの皮むきを行い、カレーライスとサラダを作りま
した。中には普段から家で手伝っているという子もおり、怪我もなくお
いしい夕食作りとなりました。また、新町保育所では、外にテントを張
りキャンプ体験や蛍がりなども行いました。
　一夜明けた早朝の迎えでは安心した表情を見せる傍ら、自信に満ちた
子ども達の顔が印象に残りました。
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○
７
月
の
暑
さ
で
一
時
期
ま
い
っ
た
と

思
い
き
や
、そ
の
後
の
涼
し
さ
に「
ま

さ
か
」
の
心
配
。
一
年
間
で
一
番
好

き
な
真
夏
の
暑
さ
が
、
心
地
よ
く
季

節
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

○
病
院
建
設
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い

ま
す
。
説
明
会
で
各
地
区
回
り
を
始

め
ま
し
た
。
建
物
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
職
員
に
は
住
民
・
患

者
さ
ん
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
頑
張
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
全
員
と
個
別
対
談
を
開
始

し
ま
し
た
。
病
院
運
営
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、
そ
の

た
め
に
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
、
患

者
さ
ん
な
ど
に
対
す
る
挨
拶
、
笑
顔

は…

な
ど
。
で
き
る
だ
け
私
の
ほ
う

か
ら
、
聴
く
こ
と
を
２
、
話
す
こ
と

を
１
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

個
別
対
話
か
ら
自
分
自
身
の
方
が
学

ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
自
分
の

不
用
意
な
態
度
や
表
情
か
ら
相
手
に

余
計
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
い

な
い
か
。
肝
心
な
自
分
の
「
笑
顔
」

の
方
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
が
先
、

な
ど
。訓
練
の「
た
て
じ
わ
ス
ト
レ
ッ

チ
」
な
る
手
法
も
提
案
い
た
だ
き
ま

し
た
。鏡
に
向
か
っ
て「
エ
イ
！
ヤ
！
」

と
練
習
し
て
い
ま
す
。
気
が
つ
い
た

瞬
間
こ
そ
、
「
改
善
」
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
ま

し
た
。

○
早
稲
田
大
学
応
援
部
の
夏
期
合
宿
が

湯
本
温
泉
で
始
ま
り
ま
し
た
。
５
年

ぶ
り
の
来
町
で
す
。
９
日
、
湯
田
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
「
応
援
部

ヨ
ロ
シ
ク
ス
テ
ー
ジ
」
を
披
露
。
そ

の
ほ
か
被
災
地
訪
問
、
県
民
会
館
で

の
「
復
興
支
援
応
援
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ラ
イ
ブ
」
な
ど
。
応
援
部
は
、
応
援

団
員
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
吹
奏
楽
団

で
構
成
さ
れ
ま
す
が
、
体
を
張
っ
て

形
か
ら
入
り
、
形
に
学
び
、
そ
の
奥

義
を
得
る
、
い
わ
ゆ
る
日
本
人
が
育

て
て
き
た
「
道
」
の
尊
さ
を
伝
え
て

く
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
団
員
の
就

職
は
引
く
手
あ
ま
た
と
か…

○
今
年
も
、
沢
内
マ
ラ
ソ
ン
マ
ス
タ
ー

ズ
に
出
場
し
ま
し
た
。
練
習
も
で
き

ず
５
㎞
の
部
で
し
た
が
楽
し
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
沿
道
で
の
応
援

と
給
水
、
出
店
等
の
サ
ー
ビ
ス
に
感

謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

NISHIWAGA－2011.08.

税
務
会
計
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
会
計
課　

☎
8
2

-

3
2
8
3

▼
介
護
保
険
料
特
別
徴
収
額
決
定
通
知
書
を

　

送
付
し
ま
す

　

平
成
23
年
度
分
の
介
護
保
険
料
特
別
徴
収

額
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
介
護
保
険
料
特

別
徴
収
（
年
金
か
ら
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
く
）

対
象
者
に
、
９
月
中
旬
に
特
別
徴
収
額
を
お

知
ら
せ
す
る
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、

平
成
24
年
度
仮
徴
収
額
（
４
・
６
・
８
月
分
）

も
あ
わ
せ
て
記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
10
月
分
か
ら
の
「
年
金
振
込
通
知
書
」
に

記
載
さ
れ
る
保
険
料
額

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
る
「
年

金
振
込
通
知
書
」
に
は
、
年
金
か
ら
特
別
徴

収
す
る
保
険
料
（
税
）
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
10
月
以
降
分
の

保
険
料
（
税
）
額
の
表
示
は
、
日
本
年
金
機

構
の
事
務
処
理
の
都
合
上
、
８
月
と
同
額
を

表
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
保
険
料
（
税
）

額
が
相
違
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
10

月
以
降
の
保
険
料
（
税
）
額
の
正
確
な
金
額

は
町
か
ら
別
途
送
付
す
る
通
知
書
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
納
め
忘
れ
の
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

「
つ
い
う
っ
か
り
の
納
付
忘
れ
」
も
２
期

分
３
期
分
と
累
積
す
る
と
負
担
も
大
き
く
な

り
延
滞
金
の
加
算
に
も
繫
が
り
ま
す
。

　

今
一
度
お
手
元
に
あ
る
納
税
通
知
書
を
確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
は
早
め
に
納
付
願

い
ま
す
。

　

納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
無
い
場
合
に

は
督
促
状
、
文
書
催
告
、
電
話
や
自
宅
、
勤

務
先
な
ど
へ
の
訪
問
に
よ
る
催
告
を
行
な
う

ほ
か
、
必
要
な
場
合
に
は
財
産
調
査
を
行
い

法
に
基
づ
い
た
厳
正
な
滞
納
処
分
を
行
な
い

ま
す
。

　

な
お
、
納
付
書
が
見
当
た
ら
な
い
、
ま
た

は
諸
事
情
に
よ
り
納
期
限
内
の
納
付
が
困
難

な
場
合
に
は
、
お
気
軽
に
税
務
会
計
課
収
納

グ
ル
ー
プ
（
直
通
８
２
―

３
２
８
３
）
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

「
納
期
限
内
の
納
付
、
ま
た
は
早
め
の
相
談

で
督
促
手
数
料
・
延
滞
金
の
加
算
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
」

今
月
納
め
て
い
た
だ
く

税
金
と
納
期
限

※

納
期
限
及
び
口
座
振
替
日
は

　

8
月
31
日
㈬
で
す
。

町

県

民

税　

２
期

国
民
健
康
保
険
税　

２
期

介
護
保
険
料　

２
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

２
期
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西和賀に
⑲㉓

▶世帯数と人口を教えてください。
　世帯数は52世帯、人口は166人で
す。（7月末現在）
▶行政区の範囲は
　大野区は、北は塚根地区子安神
社付近の3地割から、南は湯田地
区境の13地割まで、県道１号線沿
いに広がる地域です。古くから農
業を中心として生活を営んできた
純農山村地域です。
▶大野区の見どころは
　地区の南部には、かつては営林署の種苗事業所であっ
た広大な土地があり、現在は町の牧草地となっていま
す。周辺には花巻農協西和賀営農センターがあり、Ｄ
ＡＧや育苗センター、農機センターなどの施設が集中
しています。
　また、障害者の授産施設であるワークステーション
湯田沢内が牧草地の南側にあり、40名の方々が通所し
ています。その東側には下水道の終末処理施設があり
ます。
　大野地区では、集落営農組合活動を活発に行ってい
ます。一昨年から大豆、そばを中心に、野菜や果樹の
栽培にも取り組んでいます。また、旧公民館を農機具

格納庫として改修し
「もっこり会館」と名
づけて地域の人たちの
交流の場として活用し
ています。

おらほの見どころ

大野区 お話を聞きました
行政区長　石川　嘉久さん

▲この日はキャベツの苗を植えました(8/8) ▲沢内マラソン(8/7)10キロにも出場▲この日はキャベツの苗を

―ともに歩む― ⑲

　沢内ジュニアソフトスポーツ少年団（山田正仁保護者会長・
猿橋）が、念願の県大会出場を決めました。
　同少年団は、団員の確保と選手強化を目的に、小学校統合前
から沢内地区全域の児童を対象に活動していました。今年のチー
ムは6年生が3人と少なく、5年生以下が中心のチーム。
小学校統合により組織体制が固まらず、練習も十分にできない
日々が続いていましたが、土日や夜間の練習も行うなどして大
会に臨みました。初戦奥州市のチームに11－4で勝利し、代表
決定戦では練習試合などでも負けていた北上市のチームに接戦
の末3－2で勝利しました。
　県大会ではチーム一丸なり、チャレンジャーの精神で１勝を
目指します。

岩手県

秋田県

主要地方道
盛岡横手線

国
道
1
0
7
号

大野

チャレンジャーの精神で県大会へ

▲県大会を決め喜ぶ選手たち

沢内ジュニアソフトスポーツ少年団

「限界を超えて１００キロに挑む」

小野寺　政　雄さん（70歳）耳取

▶走るきっかけは
　47歳のときに、旧湯田町で行っていた町民運動会で1500
ｍに出場し、最下位になったのがたのがきっかけで走るこ
とに興味をもちました。錦秋湖マラソン（30キロ）にも第
8回大会から出場しています。
▶100キロマラソンに出場
　いわて銀河100キロマラソンは、第4回から参加し今年で
4回目の完走をしました。朝2時に家を出て、4時に北上
をスタートします。最初に出場したときは13時間ほどで走
りましたが、今年は14時間（制限時間）まで残り13秒とい
うところで完走できました。最後のランナーだったので、
周りの声援はすごかったですね。勝ち負けでなく、自分自
身との戦いです。
▶トレーニングはいつ
　初めの頃は、朝2時から川舟の高下まで走ったりしてま
した。距離を体験するということで走りましたが、往復で
60キロほどしかありません。あとは、沢内マラソンなど各
種大会に参加して練習代わりにしています。

▶今後の目標は
　100キロマラソンを5回完走する
ことですね。特典として、好きなナ
ンバーのゼッケン番号を永久欠番
としてもらえるんです。今年は、
9月の田沢湖、10月の北上の2つ
のフルマラソンの大会にエントリー
しています。5時間以内を目標に、
そろそろ練習に入ろうかと思って
います。



　

町
は
、
経
済
的
な
理
由
（
景
気
雇
用
情
勢

の
悪
化
に
よ
り
失
業
や
解
雇
、
も
し
く
は
著

し
く
収
入
が
減
少
し
た
家
庭
を
含
む
）
で
就

学
が
困
難
な
学
生
を
援
助
す
る
た
め
、
平
成

23
年
度
第
2
回
奨
学
金
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

　

申
請
書
類
は
沢
内
庁
舎
教
育
委
員
会
学
務

課
と
湯
田
庁
舎
税
務
会
計
課
窓
口
に
用
意
し

て
い
ま
す
。

●
対
象
／
町
内
に
居
住
し
て
い
る
者
の
子
で

　

現
在
就
学
中
の
子

●
貸
付
月
額
／
高
等
学
校
2
万
円
以
内
、
高  

　

等
専
門
学
校
お
よ
び
専
修
学
校
／
3
万
円

　

以
内
、
大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
／
6

　

万
円
以
内

●
貸
付
期
間
／
平
成
23
年
10
月
分
か
ら
在
学

　

す
る
学
校
の
正
規
の
修
学
期
間

●
貸
付
利
率
／
無
利
子

●
返
済
方
法
／
卒
業
後
10
年
以
内
に
各
自
の

　

返
還
計
画
に
基
づ
き
返
済

●
受
付
期
間
／
平
成
23
年
9
月
20
日
㈫
か
ら

　

10
月
11
日
㈫
ま
で

●
必
要
書
類
／
①
申
請
書
及
び
理
由
書
②
在

　

学
証
明
書
③
成
績
証
明
書
④
健
康
診
断
書

　

⑤
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
⑥
振
込
口

　

座
の
通
帳
の
写
し（
学
生
本
人
名
義
）⑦
離

　

職
票（
保
護
者
が
失
業
、解
雇
さ
れ
た
場
合
）

●
選
考
・
通
知
方
法
／
奨
学
金
貸
与
選
考
委

　

員
会
を
行
い
、
結
果
を
本
人
へ
通
知

●
問
合
先
・
申
込
先
／

　

学
務
課
☎
85
2
3
3
7

　

町
で
は
介
護
保
険
に
お
け
る
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
平
成
24
年
度
中
に
事
業

所
を
開
設
で
き
る
こ
と
）
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
に
係
る
手
続
き
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

●
サ
ー
ビ
ス
種
類
・
募
集
数
／
小
規
模
多
機

　

能
型
居
宅
介
護
・
1
ヶ
所

●
申
込
期
間
／
9
月
1
日
〜
9
月
15
日（
必
着
）

●
問
合
先
／
医
療
保
険
室
☎
85
3
4
1
4

　

町
は
、「
病
院
整
備
基
本
構
想
」
に
つ
い

て
住
民
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
魅
力
あ

る
病
院
整
備
に
向
け
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や

ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
の
開

催
日
程
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

ど
の
会
場
に
参
加
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

●
開
催
時
間
／
19
時
〜
20
時
30
分

●
問
合
先
／

　

沢
内
病
院
事
務
室
☎
85
3
1
3
1

　

3
月
11
日
の
震
災
以
後
延
長
さ
れ
て
い
た

全
て
の
国
税
に
関
す
る
申
告
・
納
付
な
ど
の

納
期
が
9
月
30
日
㈮
に
決
ま
り
ま
し
た
。
振

替
納
税
を
利
用
の
人
の
金
融
機
関
か
ら
の
振

替
日
は
10
月
31
日
㈪
と
な
り
ま
す
。

　

次
の
市
町
村
に
住
ん
で
い
る
人
の
期
限
は

引
き
続
き
延
長
さ
れ
ま
す
。
▽
宮
古
市
・
山

田
町
・
大
船
渡
市
・
陸
前
高
田
市
・
住
田
町
・

釜
石
市
・
大
槌
町
△

　

こ
の
市
町
以
外
に
住
ま
い
の
人
で
も
、
申

告
・
納
付
等
が
困
難
な
場
合
は
、
個
別
に
期

限
の
延
長
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
花
巻
税
務
署

　

☎
0
1
9
8‒

2
3‒

3
3
4
1

　

延
長
と
な
っ
て
い
た
平
成
23
年
度
自
動
車

税
の
納
期
限
が
、
平
成
23
年
9
月
30
日
㈮
と

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
納
税

通
知
書
は
8
月
末
に
送
付
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
平
成
22
年
度
納
税
証

明
書
の
有
効
期
限
は
、
9
月
29
日
㈭
ま
で
と

な
り
ま
す
。
そ
の
他
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
花
巻
県
税
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
1
9
8‒

2
2‒

4
9
1
2

　

自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛
官
を
募

集
し
ま
す
。
試
験
日
な
ど
募
集
種
目
ご
と
に

異
な
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
募
集
種
目
／
①
防
衛
大
学
校
学
生
②
防
衛

　

医
科
大
学
校
学
生
③
看
護
学
生

●
応
募
資
格
／
①
②
高
卒（
見
込
み
含
む
）で

　

21
歳
未
満
③
高
卒（
見
込
み
含
む
）24
歳
未

　

満
●
受
付
期
間
／
9
月
5
日
㈪
〜
9
月
30
日
㈮

●
問
合
先
／
自
衛
隊
北
上
地
域
事
務
所
☎
63

　

6
7
3
6
ま
た
は
町
民
課
☎
85
2
1
1
1

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
に
伴
い
、
住

宅
、家
財
、そ
の
他
の
財
産
に
つ
い
て
、
お
お

む
ね
2
分
の
1
以
上
の
損
害
を
受
け
ら
れ
た

人
な
ど
は
、ご
本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、国

民
年
金
保
険
料
が
全
額
免
除
に
な
り
ま
す
。

　

免
除
と
な
る
対
象
者
の
範
囲
の
詳
細
や
申

請
手
続
き
につい
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
／
日
本
年
金
機
構　

被
災
者
専
用

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
0
1
2
0‒

7
0
7‒

1

 

1
8

　

農
林
水
産
省
の
組
織
再
編
の
一
環
と
し

て
、
当
町
に
お
け
る
農
政
関
係
事
務
を
担
当

し
て
き
た
岩
手
農
政
事
務
所
地
域
第
二
課

（
所
在
地
は
花
巻
市
）
お
よ
び
花
巻
統
計
・

情
報
セ
ン
タ
ー
が
、
9
月
1
日
に
奥
州
地
域

セ
ン
タ
ー
（
所
在
地
は
奥
州
市
）
に
再
編
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

新
た
に
設
置
さ
れ
る
奥
州
地
域
セ
ン
タ
ー

で
は
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
等
の
農
業
経
営

の
安
定
や
農
山
漁
村
の
6
次
産
業
化
、
食
の

安
全
・
安
心
確
保
等
の
業
務
を
行
い
ま
す

〈
9
月
1
日
よ
り
〉

東
北
農
政
局
奥
州
地
域
セ
ン
タ
ー

●
所
在
地
／

　

奥
州
市
水
沢
区
東
大
通
り
2
―
2
―
32

　

☎
0
1
9
7
24
3
0
1
0
（
代
表
）

●
問
合
先
／
岩
手
農
政
事
務
所
総
務
課

　

☎
0
1
9‒

6
2
4‒

1
1
2
5
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役
場
か
ら

国
や
県
か
ら

奨
学
金
申
し
込
み
を
受
付

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

岩
手
農
政
事
務
所
の

再
編
に
つ
い
て

国
税
に
関
す
る

申
告
・
納
期
限
の
お
知
ら
せ

病
院
整
備
住
民
説
明
会
へ
参
加
を

自
動
車
税
延
期
納
期
限
は9

月
30
日

介
護
保
険
に
お
け
る
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
募
集

8月26日㈮

8月30日㈫

8月31日㈬

9月2日㈮

9月5日㈪

9月6日㈫

ふれあいゆう星館

湯田公民館

湯夢プラザ２階会議室

新田郷地区公民館

耳取地区公民館

太田老人福祉センター

病院整備住民説明会日程



　　

労
働
者
の
人
は
、
仕
事
中
、
仕
事
中
の
避

難
、
帰
宅
途
中
な
ど
に
被
災
し
た
ま
た
は
行

方
不
明
に
な
っ
た
場
合
、
被
災
し
た
本
人
ま

た
は
遺
族
は
、
労
災
保
険
に
よ
る
給
付
（
治

療
費
用
、
休
業
補
償
、
遺
族
年
金
、
遺
族
一

時
金
、葬
祭
料
等
）を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

※
労
働
者
と
は
、正
社
員
に
限
ら
ず
、パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
人
も
含
ま
れ
ま
す

　

※
ご
遺
族
と
は
、
同
居
し
て
い
る
人
に
限

り
ま
せ
ん

●
問
合
先
／
岩
手
労
働
局
☎
0
1
9‒

6
0

　

4‒

3
0
0
9
ま
た
は
花
巻
労
働
基
準
監

　

督
署
☎
0
1
9
8‒

2
3‒

5
2
3
1

　

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
な
ど
の

事
案
が
、
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
こ
れ
ら
の
高
齢
者
や
障
害
者
を
め

ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め

の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
た
め
、
全
国
一
斉

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
月
間
を
実
施
し
ま
す
。

●
実
施
期
間
／
9
月
5
日
㈪
〜
11
日
㈰
ま
で

の
7　

日
間

●
受
付
時
間
／
8
時
30
分
〜
19
時
ま
で

　

た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
は
10
時
〜
17

　

時
ま
で

●
電
話
相
談
担
当
者
／
人
権
擁
護
委
員
お
よ

　

び
法
務
局
職
員

●
相
談
受
付
電
話
番
号
／
☎
0
5
7
0‒

0

　

0
3‒

1
1
0
（
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ

　

イ
ア
ル
）

　

北
上
信
用
金
庫
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
更
新
の
た
め
、
9
月
17
日
〜
19
日

に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
休
止
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
日
は

終
日
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、払
い

戻
し
な
ど
は
お
早
め
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
休
止
日
／

●
問
合
先
／
北
上
信
用
金
庫
西
和
賀
支
店　

　

☎
82
2
2
2
0

　

西
和
賀
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
で
は
、
錦
秋

湖
あ
や
め
ウ
ォ
ー
ク
に
続
い
て
、
初
め
て
沢

内
地
区
で
「
沢
内
甚
句
の
里
ウ
ォ
ー
ク
」
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
県
内
外
か

ら
も
多
く
の
参
加
者
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
も
ぜ
ひ
参
加
さ
れ
、
出
会

い
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
楽
し
く
体
力
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
／
9
月
18
日
㈰
8
時
30
分
〜
受
付

●
集
合
場
所
／
志
賀
来
ド
ー
ム

●
コ
ー
ス
／
ド
ー
ム
〜
鍵
飯
〜
鍵
沢
橋
〜
下

　

巾
〜
新
町
〜
ド
ー
ム
の
約
8.5
㎞

●
参
加
料
／
町
民
は
無
料

●
申
込
期
限
／
9
月
13
日
㈫
厳
守

●
問
合
・
申
込
先
／
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

　

事
務
局　

深
澤
☎
85
3
1
9
1

　

項　　目
転　　　入
転　　　出
出　　　生
死　　　亡
人　　　口
男
女

世　帯　数

（　）は1月からの累計

物損 人身 負傷 死亡 飲酒区分
実数
累計

3 0
（2）

0
（2）

0
（0）

0

3
9
1
7

6，780
3，180
3，600
2，465

2
5
1
2
12
5
7
2

－
－
－
－
－
－
－
－

（0）

火災・救急の状況

実　　数 前月との比較※掲載を希望しないこともできます。届け出の際にお申し付けください。
（敬称略） 7月14日～8月15日受付分戸籍の窓戸籍の窓戸籍の窓

（7月分）

交通事故の状況 （7月分）

住民の動き （7月末）

（101）
（　）は1月からの累計

交　通 急　病
救急出場件数

火災出場件数

区分

区分

件数

人員
搬送

合計
その他

（4件）
1件

件数
（2件）
0件

（3人）
0人

（86件）
16件

（78人）
13人

（64件）
8件

■救急

■火災

（60人）
7人

（154件）
25件

（141人）
20人

ご 誕 生 お め で と う ご ざ い ま す

お 悔 や み 申 し 上 げ ま す

佐　藤　愛　里 （女） 大　 川　尻
あいり

7月15日

7月21日

7月25日

8月 9日

（92歳）

（83歳）

（76歳）

（67歳）

小　林　セ　ツ

富　樫　タ　ミ

　々木　亥三郎

髙　橋　久　悦

湯　本

間木野

川　尻

川　舟

齋　藤　直　之（川　尻） 山　下　裕　子・ （平泉町）

末　永　く　お　幸　せ　に
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北
上
信
用
金
庫

Ａ
Ｔ
Ｍ
休
止
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ご
案
内

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
害
者
の
皆
様
へ

そ
の
他

9　月

17 日㈯

18 日㈰

19 日㈷
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鷲
之
巣
橋
か
ら
町
道
沿
い
に
最
近

多
く
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
今
年
は

特
に
見
事
で
あ
る
。
開
花
時
、
通
り

か
ら
「
何
の
花
」
と
聞
か
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
こ
れ
の
若
葉
と
似
た
も
の

で
「
姫
座
禅
草
」
が
あ
る
が
、
最
近

咲
か
な
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

（
平
成
23
年
８
月
１
日
撮
影
）

　

広
報
で
全
国
的
に
有
名
な
藤
沢
町

の
畠
山
浩
さ
ん
の
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
９
月
に
一
関
市
と

合
併
す
る
た
め
自
身
最
後
の
講
演
と

の
こ
と
。
「
広
報
を
書
く
の
に
文
学

的
な
才
能
は
必
要
な
い
」
と
の
お
話

に
少
し
安
心
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

取
材
の
大
切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
ど
ん
ど
ん
町
を
駆
け
巡
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
総
務
課
広
報
担
当　

東　

清
彦
）

編
集
後
記

て

に

を

は

鷲くにらあ
で

鷲
多
く

特
に

か
ら

が
あ

写
真
ス
ケ
ッ
チ

広報にしわがでは「西和賀写真スケッチ」に
掲載する写真を募集しています。

送付先／〒029-5512 岩手県和賀郡西和賀町川尻40-40-71
　　　　西和賀町役場総務課広報係まで
電子メール／soumu@town.nishiwaga.lg.jp

○写真の題材やカメラの種類は問いません。
○写真データまたはプリント写真に、100字程度のコメント、
　撮影場所、撮影者の住所と氏名を添えて役場総務課までお
　送りください。（郵送または電子メール）
○お送りいただいた写真が多数の場合は、１点選考させて頂
　きます。あらかじめご了承ください。

募集

「
大
姥
百
合
の
群
生
」

おすすめの一品
マヨネーズ入りたまご寒天

デザート感覚で食べて見て下さい

①　卵１０個をゆでて、白味と黄味を分けてみじん切りにする。
②　キュウリ、ニンジン、タマネギも別々にみじん切りにし、
　　布などでしぼり水分を取っておく。
③　寒天に水を加えて煮詰め、砂糖、塩を入れ味を調える。
④　煮詰め終わったら、マヨネーズを入れ寒天とよく混ぜ合わせる
⑤　合わせた寒天にニンジンを入れて混ぜる。キュウリとタマ
　　ネギはお好みで入れ混ぜ合わせトレーに流す。

作り方

材料 寒天3本、卵10個、キュウリ2本、マヨネーズ300ｇ、
ニンジン・タマネギ少々、塩、砂糖

　

今
年
も
暑
い
お
盆
が
過
ぎ
た
。
数

多
く
の
震
災
被
害
者
の
鎮
魂
を
心
か

ら
願
い
た
い
。

　

さ
て
、
今
年
は
大
震
災
を
受
け
て

「
想
定
外
」
と
い
う
言
葉
が
、
多
く

の
反
論
を
受
け
た
。

　

２
ヶ
月
程
ま
え
、
テ
レ
ビ
の
ク
イ

ズ
番
組
で
「
最
高
能
」
と
い
う
特
集

番
組
が
あ
っ
た
。
回
答
者
は
日
本
の

超
一
流
大
学
の
学
者
や
研
修
者
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
、
驚
い
た
こ
と
は
そ
の
回

答
者
の
正
解
率
の
低
さ
で
あ
る
。

　

こ
ん
な
も
の
か
と
思
っ
た
反
面
、

自
然
現
象
を
想
定
す
る
こ
と
の
難
し

さ
を
感
じ
た
。

　

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
世

界
で
、
日
本
の
「
京
」
が
世
界
一
と

な
っ
た
。

　

そ
の
演
算
ス
ピ
ー
ド
は
、
１
秒
間

に
８
１
６
２
兆
回
と
の
こ
と
。

　

し
か
し
、
人
類
の
英
知
の
結
集
も

起
き
た
現
象
は
大
方
解
明
出
来
て
も
、

今
後
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
自
然
現

象
を
正
確
に
想
定
す
る
に
は
、
遠
く

及
ば
な
い
気
が
す
る
。

　

や
は
り
未
知
へ
の
畏
敬
の
念
か
な
。

　

（
広
報
編
集
委
員　

田
村
公
一
）

撮
影
者
：
田
村
米
雄
さ
ん
（
鷲
之
巣
）

お
お
う
ば

ゆ

り

ひ
め

ざ

ぜ
ん
そ
う

Vol.43


